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「最近よく聞くCEFRって，何のこと？－日本語教育における活用を考える－」

「標準的なカリキュラム案」について
ーその課題と可能性ー

学習院大学 金田智子

「標準的なカリキュラム案」とは？
＝「生活者としての外国人」が日本で暮らす上で最低限必要とされる生活上の行
為を日本語で行えるようになることを意図し，必要となる日本語教育の内容を示
したもの。

「生活者としての外国人」：日常的な生活を営むすべての外国人

「生活上の行為」：生活上の基盤を形成する上で必要不可欠と考えられるもの。

＜内容＞

・121事例 a. 来日間もない外国人が基本的な生活上の基盤を形成するために必要なもの及び安全にかかわり
緊急性があるもので，日本語でのやり取りが複雑でないと考えられるもの （106事例）

b.基本的生活基盤を形成するため，又は，安全にかかわり緊急性があり，情報として知っておく
必要があるもの（15事例）

生活上の行為の
事例
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行為に必要な
社会・文化的情報



「標準的なカリキュラム案」：位置付け
小委員会（2008年） 国立国語研究所（2008年）

＜標準的なカリキュラム案＞
難易度よりも，「必要性」

・「難易」はある
・同一行為の中で，難易の設定可能

生活上の行為の
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Ⅰ～Ⅹの大分類のうち、必要性の異なる「Ⅴ
教育・子育てを行う」「Ⅵ働く」は扱わず

「標準的なカリキュラム案」：参考／根拠資料
1．文化庁実施アンケート調査「生活上の行為について」
2．国立国語研究所日本語教育基盤情報センター学習項目グループ

（2009A）「国立国語研究所内部報告書 日本語教育における学習項目一
覧と段階的目標基準の開発－中間報告書－」
⇒ 同グループ（2009B）「日本語教育における学習項目一覧と段階的目

標基準の開発：報告書（国立国語研究所報告128）」
＊中国帰国者定着促進センター「目標構造表」，アメリカやオランダの

例等を参照
3．社団法人国際日本語普及協会（2001）「リソース型生活日本語」
4．日本語教育機関（ 財団法人アジア福祉教育財団 難民事業本部，財団法
人中国残留孤児援護基金 中国帰国者定着促進センター等）への聞き取り調
査
☆その他，国内外の各種調査研究の成果や教材が，上記資料に反映される
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「標準的なカリキュラム案」（2010年5月公開）：概要 ＊文化庁資料に加筆

・各地域において，標準的なカリキュラム案を基にカリキュラム・教材を作成
→ 生活課題への対応・ニーズを中心とした「生活者としての外国人」に対する日本語教育の充実

標準的なカリキュラム案

言語・文化の相互尊重を前提としながら，「生活者としての
外国人」が日本語で意思疎通を図り生活できるようになること

（１）日本語を使って，健康かつ安全に生活を送ることができるよ
うにすること

（２）日本語を使って，自立した生活を送ることができるようにす
ること

（３）日本語を使って，相互理解を図り，社会の一員として生活を
送ることができるようにすること

（４）日本語を使って，文化的な生活を送ることができるようにす
ること

目 標

目 的

「生活者としての外国人」に対する日本語教育

期待され
る効果

・「生活者としての外国人」が日本で暮らす上で最低限必要とされる生活上の行為を日本語で行えるようになり，
上記目的・目標を達成するために，必要な日本語教育の内容を示したもの

・各地域において学習者の状況や構成は大きく異なる。各地域がそれぞれの状況に合わせたカリキュラムを作成
する際の基となるものを「標準的なカリキュラム案」とする。

基本的考え方

② 学習順序

・積み上げ型の学習を前
提としないため，学習者
のニーズ，優先順位に応
じて学習順序を決めるこ
とができる。

・生活における必要度や
優先順位に合わせて生活
上の行為を配列。

④ 標準的なカリ
キュラム案の活用例
（実践例）

・標準的なカリキュラ
ム案に基づいた教室活
動の例を示すことによ
り具体的に「生活者と
しての外国人」に対す
る日本語教育をイメー
ジすることができる。

① 学習項目

・来日間もない外国人が生活
上の基盤を形成する上で必要
な生活上の行為を抽出。その
生活上の行為を日本語を用い
て行う際に必要となる学習項
目の要素を記述。

・地域性，学習者の属性に配
慮した学習内容の検討の基と
して活用されることが期待さ
れる。

③ 時間

・カリキュラム作成の際，
標準的なカリキュラム案
における単位を参考に，
時間配分を行うことが期
待される。

・生活上の行為は１つず
つの内容を独立させて扱
うことが可能であり，柔
軟な参加に対応できる。

構
成
＆
特
徴

教
室
活
動
の
例
示

日本語が主なコミュニケーション手段となっている日本におい
て，「生活者としての外国人」には，生活場面と密着したコ
ミュニケーション活動を可能とする能力の獲得が求められる。

前 提



「標準的なカリキュラム案」：学習内容・項目 ＊文化庁資料に加筆

「生活者としての外国人」が日本語で行えるよう
になることが期待される行為

生活上の行為を日本語で行えるようになるために
必要な事項。以下の要素からなる。

標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為の大枠
Ⅰ 健康・安全に暮らす （7単位）

・ 健康を保つ [3.5単位]

・ 安全を守る [3.5単位]

Ⅱ 住居を確保・維持する （2単位）
・ 住居を確保する [1.5単位]

・ 住環境を整える [0.5単位]

Ⅲ 消費活動を行う （4.5単位）
・ 物品購入・サービスを利用する [3単位]

・ お金を管理する [1.5単位]

Ⅳ 目的地に移動する （3.5単位）
・ 公共交通機関を利用する [2.5単位]

・ 自力で移動する [1単位]

Ⅶ 人とかかわる （2.5単位）
・ 他者との関係を円滑にする [2.5単位]

Ⅷ 社会の一員となる （4.5単位）
・ 地域・社会のルール・マナーを守る [2.5単位]

・ 地域社会に参加する [2単位]

Ⅸ 自身を豊かにすることができる （2単位）
・ 余暇を楽しむ [2単位]

Ⅹ 情報を収集・発信する （4単位）
・ 通信する [3.5単位]

・ マスメディアを利用する [0.5単位]

学習項目の要素
例：健康を保つ＞医療機関で治療を受ける

＞「医者の診察を受ける」の学習項目の要素

①能力記述 ［※具体的な行動達成目標］
・症状を伝えることができる
・医者の診察，指示が理解できる

②場面（場所，相手，状況・動機）
・場所…病院
・相手…医者
・状況・動機…診察を受ける

③やり取りの例 ［※典型的なコミュニケーションの例］
Ｂ１：どうしましたか。

Ａ１：昨日から頭が痛いんです。
Ｂ１：口を大きく開けてください。かぜですね。

５日分の薬を出しておきます。

④文法 ［※やり取りの例に含まれる基礎的な文法事項］
・疑問詞「どう」，終助詞「か（疑問）」…

⑤機能 ［※やり取りによる社会的相互作用の役割］
・情報要求，情報提供，単独行為要求

⑥語彙 ［※やり取りの例に含まれる語彙］
・どう，する，昨日，頭，痛い…

⑦四技能 ［※やり取りの例で必要とされる技能］
・話す「○」，聞く「○」，読む「－」，書く「－」

個々の生活上
の行為の事例
について学習
項目の要素を
記述

生活上の行為 学習項目



「標準的なカリキュラム案」：言語及び言語習得についての考え方
＊日本語教育小委員会（2010年10月18日）資料より

①生活基盤の形成を重視，社会・文化的情報の提供
・言語は，すべての人にとって生活する・生きるために不可欠なものである。

②対話による相互理解の促進
・言語は，自らの思考力や想像力を高め，感情を表現する上で大切なものである。

③専門家・地域住民との協働を重視，学習者・支援者の主体性を重視
・言語は，人との触れ合い，語り合い，学び合いに不可欠なものである。

④様々な伝達手段を用いての社会参加
・言語は話し言葉と書き言葉から言語生活（環境）を形成している。
・日本語は，漢字を含む数種の文字表記体系により複雑であり，地域や個人に応じて社会参加に必要な読み書き能力を特定

する必要がある。
⑤体験・行動中心の教室活動を推奨
・言語は，その言語が使用されている生活上の必然性・必要性の中で習得されていくものである。

⑥地域や学習者の実情に応じた教育内容の選択と工夫を期待
・言語習得（の過程）は，学習者の多様な側面（興味関心・学習スタイル等）にかかわるものである。
・それぞれの学習者の特性（興味関心・学習スタイル等）にかかわるものである。

⑦実物やイラスト，写真を多用した指導を重視
・言語による行動能力の獲得は，生活上の行為場面と密接に結び付けた学習によって促進されるものである。
・言語習得は，言語事項を形式的学習から切り離し，生活上の行為場面と密接に結び付けることによって促進されるもので

ある。
⑧対話による相互理解の促進，体験・行動中心の教室活動を推奨
・学習者の意識的活動が言語習得には大切である。主体的かつ自律的態度が日本語学習に対する自信と日本語力を高めるも

のである。
・地域日本語教育は学習者自らが日々の生活を通じて学び続ける生涯学習と連結するものである。学習者に対し，教室を離

れても主体的かつ自律的に日本語学習が続けられるという自信を持たせる教育でもある。



公開以来の課題／可能性とその後
課 題 その後

公
開
当
時

1 行動中心の「生活上の行為」の理解促進
・文型中心／構造シラバス⇒場面シラバス，言語活動シラバス

2 具体的カリキュラムの共有化，横のつながり
3 具体的カリキュラム，学習成果，等に関する評価
4 カリキュラム設計への学習者の参加
5 個々の生涯の中での「標準的なカリキュラム案」の位置付け。学習過程の見取り図

が描ける，「目標基準」「テスト」「教育プログラム」
6 自律学習を促す方策・ツール，家庭学習を可能にするツールの整備
7 カリキュラムに対する客観的評価

今
後

8 言語活動の見直し
・各種のツール，リソースの日常利用を想定した見直し
・「社会」「社交」の見直し

9 媒体の多様性，利用方法の偏りへの意識化
10 「標準的なカリキュラム案」内の連結，立体化
11 「標準的なカリキュラム案」と他の一覧等との連結


